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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

エクサスケールシステムの規模での利用に耐えうる通信ライブラリとそれを用いたスケーラブルなアプリケーシ

ョンの実現を目的として、通信ライブラリの設計、通信最適化技術、アプリケーションの性能解析技術の研究に

取り組んだ。通信ライブラリACPを設計・開発し、大規模な並列システムに必要な省メモリ低オーバヘッド通信の

実現という目標に対しては一定の成果が得られており評価できる。ACPを用いて、通信ライブラリに必要なメモリ

量が少ないことを示し、OpenFMOなどのいくつかのアプリケーションに用いて有効性を検証するとともに、

Ruby/Pythonなどのスクリプト言語からも利用できるようにした。しかし、既存のMPIを完全に置き換えるものと

いうものではなく、既存のMPIプログラム資産の活用、その大規模化へのアプローチとしてACP+MPIといった

新しいプログラミングフレームワークも提案しているが、既存の並列システムでの利用を含め、MPIに対してどの

ような位置づけで利用者にアピールしていくのかについて、課題がある。また、ACPが提案するプログラミングモ

デルでどのようなアプリケーションに有用なのかについても、多くのアプリでの利用を通じて検証する必要があり、

今後に期待したい。通信シミュレータNSIM-ACEの開発や、隣接通信や集団通信の最適化、パケットペーシン

グによる最適化などの通信の自動最適化技術については、今後のシステム設計などに利用可能な重要かつ着

実な成果であり、評価できる。 
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